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論文内容要旨
 猿腎細胞で増殖したliA2ウイルスをHeLa細胞に感染させた後,その細胞を少なくとも数代
 継代を重ねる事によって出来上ったHeLa/HA2細胞は,次のような極めて特徴のあるウィルス
 侍読感染系であることがこれ迄の研究で明らかにされて来た。即ちこの細胞系は抗体或いは干,
 渉という特別な処理を加えることのない条件下で,HeLa細胞と同様の培養方法で同様の増殖率
 で継代保持出来るが,異っているのはその系の細胞は少なくとも集団培養としてみた限り,すべ
 ての細胞内にHA2ウイルス抗原を・螢光抗体法で証明出来るという点である。しかも培養液中及
 ぴ細胞内に赤血球凝集素の産生される事,その細胞は猿腎細胞卜1個の感染中心を示す事,又そ
 の表面は血球吸着を示す事,共通抗原をもつ仙台ウイルスに抵抗性を示す寧等からみて,この細
 胞集団はHA2ウイルスを一旦細胞内にとり込んだ後はそのウイルス抗原を合成しながら増殖を
 続けている事が明らかである。然し,このHeLa/HA2細胞集団のすべての細胞は,各々独立
 に分・裂しながら同時にウイルス抗原をも合成してゆぐのか,或いはこの集団の一部の細胞のみが
 ウイルス感染状態にあって,感染後ウイルスを放出して同一培養中にある他の非感染細胞にも感
 染している結果,集団として観た場合すべての細胞示ウイルス抗原の存在を示すのが明確な解析
 は得られていなかった。細胞ク。一ン化法によってこの点を実験的に解析したのが本研究である。
 実験材料.と方法
 2年10カ月以上の期間,128代以上に亘り継代保持されたHeLa/HA2培養とHeLa細胞
 培養を実験に用いた。細胞ク頃一ン化法はPUO/、等の方法に従い,20%牛血清加Eagle培養
 液で5ブGのOO2一旧温器(5%GO2)内で行たった。細胞内ウィルス抗原の証明はカバース
 リップ上に形成された細胞コロニーをプセトン固定後に螢光・抗体補体法染色によって行なった。
 実験結果及び考察
 先ずiTeLa/HA2及びHeL&の培妾を構成する細胞のコロニー形成効率は両者共に実験的に
 100%である事を認めた。次に}馬La/HA2どf呪、aの細胞数を一定比率で混合して一枚のシ
 ャーレ1'r接種した場合,形成されたコ・二一は,ウイルス抗原保有細胞から成り立つコ・二一と,
 全ぐ抗原を含震ぬ細胞から成り立つコロニーの2群に分げられるが,この数の比率は接種時の
 両者の細胞数の比率と一致する事をみた。即'ら∫1∴L〔・/}櫨2・幸田胞から放出されているはずのウイ
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 ルスは,同一培養内で正常IDLa細胞へ全く感染する事なく両者の細胞は独立にクローン化され
 ている箏が示された。欠航ウイルス血清の存在下でク・一ン化されたHeLa/HA2細胞めすべて
 は,ウィルス抗原保有細胞から成り立っている事も認められた。更に例えばwalkerとHi且ze
 硯報告しているマンプスウイルスーヒト結膜細胞持続感染系のように,その細胞集団に非感染細
 胞が出現するか否かを,HGLa/HA2の759のクローンにつhて検討したところ,例外なしに
 すべてのクローン細胞中にウイルス抗原が証明された。対照のHeLa細胞の142のクローンの
 すべては陰性であった。以上の実験結果から,HeL&/HA2培養のナベての細胞はウイルス抗原
 を合成しながら分裂増殖を続けてゆく事が明らかになった。このことは臼eLa/HA2という実験
 的につくりあげられたウイ'ルス持続感染系の細胞は,HeLa細胞の遺伝支配因子にHA2ウイル
 スの遺伝支配因子が,分子レベノジで極めて密接な結合関係を有している事を強く示唆する根拠を
 与えたものと考えられる。このように細胞集団レベルでなく,単細胞レベルで取り扱い得ること
 の実証されたウイルス・細胞持続感染系は,未だ他にその類をみ凄い。
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 HeLa/HA2持続感染系に含まれる細胞のすべては,その各々がウイルス抗原を合成しつつ分
 裂増殖を続けてゆぐ事を,細胞クローン化法によづて証明した。
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